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楽しい企画考えています！ 
  

先月より事業計画に沿って各職務分担で年間計画

を作成し、今年度における各担当の業務や行事につ

いて計画しました。新型コロナウイルス対策により

先行きが不透明な状態ではありますが、今年度はこ

れまで以上に皆様が安心、安全且つ楽しく施設利用

して頂けるように様々な企画を考えています。多少

の計画や予定変更が伴うことは十分に予測されます

が、皆様で有意義なものを築いていきたいと思って

おります。引き続き新型コロナウイルス等感染症対

策を徹底しながら乗り越えていきましょう。 

 

 

 

 

主任・サービス管理責任者 片山 翼 

今月、日中の様子 

屋外清掃作業を頑張っています！ 
大堀川公園の草木が伸びてきました。梅雨に入る前に皆で一緒に作業しています。ほどよい気候の中、身

体を動かし作業をして、適度に汗をかくのもよいものですね。 

今月もフォレスト森のタオル作業が安定して入荷しています。今月も新型コロナウイルス、緊急事態宣言

対応の延長により利用者が少ない中ですが皆様、コツコツと仕上げておられます。 

 

新型コロナウイルス等感染症

対策として食堂周りも消毒、換

気、三密を避ける対応をしてお

ります。引き続き皆で頑張って

いきましょう。 

あともう少し頑張りましょう 
 

朝いつものように新聞を見ていますと、紙芝居サ

ークルちょうちょ様の記事が載っていました。新型

コロナウイルスの影響で外出が出来ない方に少しで

も元気にと、紙芝居の実演動画をインターネットで

配信しているとの事でした。さっそく子供と一緒に

見ましたが、子供はもちろん、大人の私も楽しめま

した。新型コロナウイルスの影響で、4 月と 5 月の

紙芝居の活動は中止しましたが、6 月からは通常通

り活動を行いたいと考えております。楽しい紙芝居

を見ながら、大きな声で笑える日が早く来るといい

ですね。 

紙芝居の実演動画は宝塚市立図書館のホームペー

ジから視聴できます。興味がある方はぜひ一度検索

してみてください。 

所長 脇田 幸治 

新任職員紹介 

 職員になったばかりで作業のことや日課の動き

等、まだまだわからないことが多いです。入職から

約一か月少し経ちますが、先輩職員や利用者の皆様

にわからないことを教えて頂き、たくさんのことを 

学びながら皆様と楽しく仕事が出来ています。 

河野 由良（こうの ゆら） 

初めて通所施設で勤務し約一か月が経過しましたが、職員や利用者の方々に温か

く受け入れて頂き、毎日楽しく仕事に取り組めています。 

 食べることが好きなので食を通して皆様と楽しく話をしていければと思います。 

廣田 徹（ひろた あきら） 



 

手軽にできるマスク作りで

感染症対策！ 
6 月自治会活動でハンカチマスク作り講

習会を予定しております。近日中に別途案

内を配布する予定です。 

利用者自治担当 

春の公園を散歩。 
桜は散ってしまいましたが、新緑の季節を感じながら作業の合間にウォーキングをしています。今月号で

はその様子を写真で少しお伝えできればと思います。 

 

日頃の感謝の気持ちをメッセージとともに。 
利用者自治担当より 4 月に告知させて頂きましたミニハーバリウム作りを順次実施しております。皆さん

真剣な表情で取り組まれ、完成すると素敵な笑顔で溢れていました。ミニハーバリウムとともにリボン型の

メッセージカードに感謝の気持ちを添えてお持ち帰り頂きました。 

利用者自治担当 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この広報誌を当法人のホームページにも載せていこうと考えています。

ご意見等ございましたら、遠慮なくお申し付けください。よろしくお願い

致します。 

 

 

学びの広場 
 前回は「福祉とは？」というテーマで考えました。今回は“福祉”を法制度の変遷とともにひも解いてみま

しょう。 

“福祉”に“社会”と付けると“社会福祉”となります。皆様も耳にされたことがあると思います。ではこの“社

会福祉”とは何でしょうか？ 

デジタル大辞泉によると「生活困窮者、身寄りのない老人・児童、身体障害者など、社会的弱者に対する

公私の保護および援助。生活保護法・児童福祉法・母子及び寡婦福祉法・老人福祉法・身体障害者福祉法・

知的障害者福祉法などによって国や地方公共団体が行うものや社会福祉法によって社会福祉法人が行うも

のなどがある。」とあります。我が国においてはこのうち昭和 20 年代にできた児童福祉法、身体障害者福祉

法、生活保護法を“福祉三法”と呼び、更に昭和 30 年代に成立した知的障害者福祉法、老人福祉法、母子及び

寡婦福祉法と合わせて“福祉六法”といいます。 

この福祉六法を基本に、社会保障などの社会福祉の制度が成り立っています。誰しもがいかなる状況に陥

っても安心して安全に生活できるように保障すること、更に個人が自立して生活していけるような支援を行

うことを目的としています。その範囲は、幅広く、私たちが生活していく過程で常に関わるものばかりです。 

掻い摘んで説明しましたが「社会福祉について」いかがでしょうか。ご意見、ご質問等をお聞かせ頂けれ

ば光栄です。 

片山 翼 
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